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石
山
高
等
学
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
は
同
窓
会
活
動
に
対
し
ま
し

て
何
か
と
、
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠

に
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
母
校
、
滋
賀
県
立
石
山
高
等
学
校
は

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
普
通
科
高

校
と
し
て
開
校
、
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三

年
）
に
は
滋
賀
県
唯
一
の
音
楽
科
が
設
置
さ

れ
、
今
年
度
、
平
成
二
十
五
年
は
大
き
な
節

目
の
年
、
学
校
創
立
五
十
周
年
と
な
り
ま
す
。

同
窓
会
員
で
あ
る
卒
業
生
も
、
一
七
〇
〇
〇

名
を
超
え
る
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。
今
日

ま
で
の
歴
代
会
長
や
役
員
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

現
在
も
「
自
主
・
自
律
」
の
精
神
の
も
と
、

勉
学
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
生
徒
会

行
事
な
ど
、
生
徒
一
人
一
人
が
自
由
の
中
に

も
責
任
を
持
ち
学
校
生
活
に
励
ん
で
い
ま
す
。

近
年
は
、
高
大
連
携
や
学
力
向
上
を
積
極
的

に
進
め
ら
れ
、
県
下
屈
指
の
進
学
校
と
し
て

の
発
展
を
遂
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
ば
し

く
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
と
し
て
こ
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
平
成
二
十
二
年
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
同
窓
会
活
動
を
会
員
の

皆
様
に
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
平
成
二
十
三
年
に
は
「
会
員
名
簿
」
を
発

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
創
立
以

来
今
日
ま
で
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
、
さ
ら

に
百
周
年
に
向
け
て
新
し
く
一
歩
を
踏
み
出

す
本
年
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
創
立

五
十
周
年
記
念
同
窓
会
事
業
を
計
画
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
「
創

立
五
十
周
年
記
念
・
同
窓
生
の
集
い
二
〇
一
三
」

を
開
催
し
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
様
が
懇
親

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
計
画
し
て
い

ま
す
。
同
級
生
や
各
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
で
、
こ

の
機
会
に
是
非
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
だ

き
よ
り
多
く
の
同
窓
会
員
の
ご
参
加
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
歴
史
を
積
み
重
ね

て
き
た
校
舎
が
、
耐
震
工
事
の
関
係
で
建
て

替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
学
校
の
許
可
を

得
て
、
懐
か
し
い
「
Ｈ
Ｒ
棟
訪
問
」
を
特
別

に
企
画
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
「
五
十
周
年

記
念
誌
」
の
発
行
や
学
校
の
記
念
事
業
に
も

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
尚
、
五
十
周

年
と
耐
震
工
事
が
ほ
ぼ
同
時
期
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
教
育
設
備
に
対
し
て
の
協
力
は

学
校
と
協
議
し
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
役
員
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
同
窓
会
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
毎
回
会
報
発
送

時
に
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
「
寄
付
金
」
を
、
今
回
は
「
創
立
五
十

周
年
記
念
同
窓
会
事
業
」
と
し
て
よ
り
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
皆
様
の

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、
ご
挨
拶
と
し

ま
す
。

〈在校生による人文字　平成25年3月21日撮影〉

同窓会 会長
塩見　修

ご
挨
拶
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【平成23年1月～平成24年3月】　
卒期 氏　　名 旧姓

歴代校長 小笠原保信
歴代校長 松森　広明
歴代校長 町田　　登
歴代校長 北村　清之
旧職員 寺脇　丕信
旧職員 水野　民男
旧職員 佐々木善澄
旧職員 西原　和代
旧職員 川端　　弘
旧職員 藤原　節子 中川
1 野瀬　幸子 行方
1 堀　　順二
1 内山佳代子 吉川
1 築山　曜子 東田
1 谷　　健三
1 久田　　正
2 小幡　三郎
2 中村　洋子 井口
2 鷲見　達夫
2 宮地　和子 西田
2 野口　潤子 大機
2 岩城　良夫
2 田中　信治

卒期 氏　　名 旧姓
2 山田　信平
2 鈴木　妙子 鈴木
3 宇野　敬造
3 奥村　恵介
3 山元　譲治
3 井上　良雄
3 浅井　修三
3 橋本　久志
4 小林　悦子 北村
4 横江　　勝
4 立石　典子 水谷
4 山内　久子 川西
4 小西　康典 水野
4 堀井　篤子 堀井
5 竹上　富三
5 木村　知史
5 山本　雅章
6 吉田　郁郎
6 羽田　和明
6 稲塚　正典
7 宇野その子 林
7 伴　　信義 望月
7 田中　靖志

卒期 氏　　名 旧姓
7 上野　栄蔵
7 山下　　敦
7 倉田佐千子 本庄
8 寺井　昭彦
8 由田　洋子 深田
8 大師　光一 安藤
9 南　　尊融
9 田嶋　喜子 野田
9 細川　俊行
11 藤山　久子 福田
11 徳永　佳子 小嶋
11 行村　昌宏
11 中谷　俊一
12 澤井　龍夫
12 安食千代美 増田
12 南井　　哲
12 浅井　弘子 松井
12 藤本　博司
12 東原　幸香 高谷
13 平野　正信
14 宇野　秀樹
14 益田　吉基
15 土田　一晃

卒期 氏　　名 旧姓
15 渕野　克子 岡本
15 岸本　英幸
15 大川　正貢
16 松崎安里子
18 北川　昌子 松田
18 森本　喜章
21 佐野　理生
24 矢木知途世 北垣
24 穴見　陽子 野村
26 川口　俊次
26 金丸　武志
28 佐喜　弘征
28 木戸脇健司
30 草野真奈美
30 佐喜　由佳
30 樋口　知子
34 木村　慶元
39 奥田　麻衣
39 北川　倫平
42 辻　　愛子
42 光岡　　萌
42 白武　沙織
42 田中　敬士

卒期 氏　　名 旧姓
43 真鍋　理紗
43 清水　美都
43 喜田真唯子
43 坂東　潤一
44 大井　菜美
45 辻　　冴月
45 山田　貴仁
45 平川　　翔
45 奥山　裕貴
45 三浦　史子
45 市川　智輝
45 東　亜佑美

　

石
山
高
等
学
校
同
窓
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素

よ
り
本
校
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

温
か
い
ご
支
援
、
ご
理
解
を
賜
り
、
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
昨
春
四
月
に
水
口
高
等
学
校
よ

り
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
木
村
と
申
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
本
校
は
昭
和
三
十
八

年
の
学
校
創
立
以
来
五
十
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
秋
十
一

月
十
七
日
に
は
五
十
周
年
の
記
念
式
典

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
創
立
以
来
「
半
世
紀
」
と
い
う

こ
と
を
機
に
、
来
し
方
を
振
り
返
る
と

と
も
に
行
く
末
を
考
え
て
、
継
承
す
べ

き
は
継
承
し
、
改
め
る
べ
き
は
改
め
て
、

次
の
百
年
に
向
け
た
石
山
高
校
の
新
し

い
歩
み
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
こ
の
五
十
周
年
と
い
う
節
目
に

重
な
る
よ
う
に
し
て
、
平
成
二
十
六
年

一
月
よ
り
普
通
科
Ｈ
Ｒ
棟
校
舎
の
建
て

替
え
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
耐

震
診
断
調
査
の
結
果
、
補
強
工
事
で
は

強
度
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
か
ら
で
す
。
大
き
な
課
題
の
年
に
就

任
し
た
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
本
校
は
進
学
校
と
し
て
の
期

待
が
高
ま
り
、
高
校
入
試
で
は
毎
年
高

い
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
応

じ
て
進
学
成
績
も
向
上
し
、
国
公
立
大

学
も
例
年
一
〇
〇
人
を
超
え
る
生
徒
が

合
格
を
果
た
し
て
い
ま
す
し
、
難
関
私

大
に
も
二
〇
〇
人
超
の
合
格
者
を
出
す

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
一
方
、
部
活

動
面
で
は
県
内
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上
を

目
標
に
掲
げ
、
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
度
は
い

よ
い
よ
次
の
百
年
へ
向
け
て
の
新
た
な

伝
統
を
画
す
る
巻
頭
の
第
一
頁
に
あ
た

り
、
引
き
続
き
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、

鋭
意
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も

一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

校長
木村 和彦

ご
挨
拶

　

石
山
高
校
同
窓
会
の
関
東
支
部
と
し
て
関
東
石
山
会
が
あ
り
ま

す
。

　

初
め
て
知
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
石
山
高

校
の
卒
業
生
で
関
東
一
円
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
会

員
資
格
が
あ
り
ま
す
。
旧
交
を
温
め
る
例
会
に
是
非
ご
参
加
下
さ

い
。

　

…
た
だ
残
念
な
事
に
最
近
は
開
催
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
の
「
同
窓
生
の
集
い
」
が
大

津
で
開
催
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
関
東
に
お
住
ま
い
の
方

も
、
こ
の
時
期
、
滋
賀
に
帰
省
さ
れ
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　

今
後
も
関
東
で
の
例
会
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

関
東
石
山
会

五
代
目
会
長　

池
田（
坂
井
）由
美
子　

四
期

　
　
　
　
　
　

℡ 

０
９
０

－

３
９
０
８

－

６
４
８
１

事
　
務
　
局　

三
根（
白
石
）秀
子　

一
期

　
　
　
　
　
　

℡ 

０
９
０

－

３
５
７
２

－

３
３
７
０

関
東
石せ

き

ざ

ん山
会

　前回の会報誌でお願いし
ました寄付金につきまして、
多数の方々よりご協力をい
ただきました。同窓生の皆
さまのご厚情に心から御礼
を申し上げます。ありがと
うございました。

ありがとう　　　　
　　　ございました

　

四
月
か
ら
大
学
生
に
な
り
、
高
校
生

活
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
石
舞
祭
・
修
学
旅
行
・
ス

プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
・
・
・
そ
の
す

べ
て
が
、
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　

仲
間
と
離
れ
て
の
大
学
生
活
は
、
想

像
し
て
い
た
以
上
に
寂
し
く
て
不
安
な
も
の
で
す
が
、
毎
日
頑
張

っ
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
思
う
と
、
高
校
で
の
み
ん
な
と
の
何

気
な
い
生
活
が
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
日
々
で
し
た
。

　

石
山
高
校
音
楽
科
で
過
ご
し
た
三
年
間
は
こ
れ
か
ら
も
私
の
誇

り
で
あ
り
、
大
切
な
宝
物
で
す
。

 

第
48
期
生　

宮
本　

遥
花

 

〈
平
成
25
年
３
月 

卒
業
〉

石
山
高
校
を
卒
業
し
て

寄付金芳名録（敬称略）
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役　職 氏　　名 卒期
会　　長 塩見　　修 12
副 会 長 大原眞代子 7
〃 藤田　明久 10

会　　計 井上　澄子 12
〃 奥村　敏子 15

書　　記 宇野　敬造 3
〃 奥村　良雄 11

監　　査 不破喜美代 3
〃 小寺美保子 3

顧　　問 稲塚　正典 6
常任委員 小田　　修 1
〃 小野　鈴江 1
〃 中村　　徹 2
〃 町田　　登 2
〃 増田　　操 3
〃 京　　常子 4
〃 山下　和彦 5
〃 片平　　誠 7
〃 宇野その子 7
〃 奥村　則子 8
〃 松井　　滋 10
〃 上野　隆平 12
〃 山向　由紀 13
〃 辰岡　敏郎 14
〃 白砂美智代 15
〃 永野　　智 16
〃 斎藤　範子 17
〃 郷間　　彰 19
〃 鎌田　美穂 19
〃 谷　　祐治 27
〃 河本　泰秀 28
〃 井関　陽子 28
〃 平　　裕也 30
〃 日高　典子 30

（2012・2013年度・敬称略）

石山高等学校同窓会役員一覧

平成24年４月から、総会・常任委員会・集い実行委員会を開催し、下記の３事業を行うことに
決定しました！
1．記念誌の発行（平成26年１月発行予定　Ａ4版200頁） ………………………………………
　現在、同窓会役員と先生で構成された編集委員会で作業を進めています。学校やクラブ活動の歴史、体育祭や
文化祭の写真など豊富な資料を元に、50周年にふさわしい内容となるよう編集しています。

2．「同窓生の集い」開催 ………………………………………………………………………………
　平成25年８月18日（日）琵琶湖ホテルにて開催します。詳細は、次頁をご覧下さい。
　特別企画として「学校訪問」（※集い出席者限定）も同時開催します！

3．石高会館へ「祝50周年」看板設置 ………………………………………………………………
　石高会館正面玄関上部に看板を設置しました。（表紙写真をご覧下さい）50周年事業終了後は、学校行事等で
活用できる仕様になっています。

平成22年度・平成23年度決算報告

収入の部
項　目 予算額 実　績 摘　要
前年度繰越金 6,544,998 6,544,998
会 費 1,440,000 1,412,000 4,000円×353人
雑 収 入 5,000 3,373 定期預金利息＋普通預金利息
寄 付 金 0 0
計 7,989,998 7,960,371

支出の部
項　目 予算額 実　績 摘　要
総 務 費 2,000,000 1,376,748 会報印刷・発送
通 信 費 100,000 8,840 送金料＋葉書代

活 動 費 300,000 205,240 関東石山会補助・ホーム
ページ作成･会議費等経費

記念品費 300,000 280,350 卒業生記念品
積 立 金 100,000 100,000 50周年記念事業積立金
予 備 費 300,000 0
次年度繰越金 4,889,998 5,989,193
計 7,989,998 7,960,371

学校創立50周年記念事業積立金
項　目 金　額 摘　要
前年度繰越金 601,370
積 立 金 100,000 同窓会会計よりH22年度積立金
預金利息 128
計 701,498

平成22年度同窓会会計 決算
収入の部
項　目 予算額 実　績 摘　要
前年度繰越金 6,236,353 5,989,193
会 費 1,440,000 1,412,000 4,000円×353名
雑 収 入 5,000 1,305 定期預金利息＋普通預金利息
寄 付 金 0 319,960 H22・H23　寄付金
計 7,681,353 7,722,458

支出の部
項　目 予算額 実　績 摘　要
総 務 費 300,000 0
通 信 費 100,000 10,240 送金料・葉書代
活 動 費 300,000 17,047 役員会等経費
記念品費 300,000 277,987 卒業生記念品
積 立 金 100,000 100,000
予 備 費 300,000 250,000 石高会館修繕負担金
次年度繰越金 6,281,353 7,067,184
計 7,681,353 7,722,458

学校創立50周年記念事業積立金
項　目 金　額 摘　要
前年度繰越金 701,498
積 立 金 100,000 同窓会会計よりH23年度積立金
預金利息 110
計 801,608

平成23年度同窓会会計 決算

創立50周年記念事業同窓会
としての

　平成25年５月18日（土）14：00より石山高校湖声ホールにて、臨時総会が開催されました。今年度は創立50周年にあたり、同窓会として「創
立50周年記念同窓会事業」を進めるために開催されました。塩見会長のあいさつの後、辰岡氏を議長に選出し、記念事業の「同窓生の集い」
「記念誌の発行」等を議題に審議され、計画内容や予算など活発な意見交換が行われました。同時期に重なった、学校の耐震工事が平成26
年１月から約二年間の予定で行われることもあり、教育施設の充実に関しての協力等については、今後、学校側と協議していくこととなり
ました。今後も「集い委員会」を開催し、８月18日（日）の ｢同窓生の集い2013｣ に向けて検討を重ねます。「多くの同窓会員の皆さんにお
越しいただき、楽しい集いになるようご協力お願いします。」との大原副会長のあいさつで終了しました。

平成25年度臨時総会開催される！

■創立50周年記念事業会計予算（収入の部）
項　目 予算額 摘　　　要

繰　入　金

¥901,860 創立50周年記念事業積立金（前年度繰越金¥901,734＋預金利息¥126）から繰入

¥3,620,000 同窓会会計総務費から繰入（50周年記念事業支出分：記念誌¥2,000,000、記念誌発送¥120,000、校歌CD¥800,000、ビデオ編集¥700,000）
¥100,000 同窓会会計から繰入

寄　付　金 ¥2,500,000 500名×寄付金¥5,000＝¥2,500,000
計 ¥7,121,860

■創立50周年記念事業会計予算（支出の部）
項　目 予算額 摘　　　要
事　業　費 ¥3,620,000 50周年記念誌発行、校歌CD、ビデオ編集など
次年度繰越金 ¥3,501,860 石高HR棟建替工事完成後の学校備品等に支出予定
計 ¥7,121,860



2013年６月１日発行（4）Ishiyama High School Alumni Association
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　学校創立50周年記念の集いに一人でも多く
の会員がご出席いただけるようにと構成・編
集しました。今後も、この会報紙を石高同窓
会と会員の皆さんとの‘絆’としていきたいと
思います。「活躍中の同窓生」や「各部のＯ
Ｂ会」の情報等がありましたら、是非事務局
までお寄せ下さい。また今後もご連絡をさせ
て頂くためにも住所変更された場合は石山高
校事務局までご一報下さい。

石山高校耐震化工事決定
　昭和39年に新築された本校舎も、今年で50年目を迎えます。今年度、
県の計画に従い校舎の耐震化工事が開始されることになりました。
体育館や格技場・管理棟は補強工事となりますが、ＨＲ棟は解体を
して建て直すことになりました。その間（計画では平成26年８月か
ら平成27年12月）生徒は、グラウンドに建設された仮設校舎で生活
を送ることになります。
　学校としては工事担当部局との連携を密にし、生徒の安全確保を
第一に進めてまいります。会員の皆様にはなにとぞご理解の程、お
願い申し上げます。

　今回は、従来オリンピックYEARに開催されていた「同窓生の集い」
を、創立50周年記念事業の一環として実施することになりました。
　ウエルカムコンサ－ト、懐かしいビデオの上映、抽選会などを実
行委員会で企画しています。幅広い年代の同窓生と交流を深めてい
ただくとともに、同期生との再会の場としても楽しんでいただける
ように、卒期毎に座席のセッティングをします。卒業生が一堂に会し、
母校の創立50周年を共にお祝いしましょう。
　お誘い合わせの上、多数ご出席いただきますようご案内申し上げ
ます。（参加者多数の場合は先着順とさせて頂きます。）

　参加希望の方は、「同窓生の集い」出席返信はがきの必要事項
に記入の上、集い当日８月18日（日）午前10時～10時30分に
石山高校正面玄関前の受付へお越し下さい。

　□ 10時30分から１時間程度、グループに分かれて校舎内を
見学します。（注：指定された区域のみの見学です）

　□ 11時30分出発のバスに乗り、琵琶湖ホテルに向かいます。

★ 学校施設及び在校生の安全管理上、学校訪問のみの参加はで
きません。

★ 駐車場の確保はできませんので、自家用車での来校は禁止と
させていただきます。

平成25年8月18日（日）12：30開会（受付11：30～）
会場：琵琶湖ホテル 3階 「瑠璃の間」　　会費：8,000円（45～48期 5,000円）

♣集い出席の方限定特別企画

〒520-0041滋賀県大津市浜町2-40
TEL：077-524-7111

懐かしい校舎へ！
あの頃に戻って「学校訪問」

◉最寄り駅から
 琵琶湖ホテルまで◉
【京阪浜大津駅からお越しの方】
・徒歩約５分

【JR大津駅からお越しの方】
・路線バス約３分
　（ バスのりば なぎさ公園
線2のりば）

・タクシー約３分
　（約１メーター）
・JR大津駅（北口）より徒歩
約10分

市民
会館浜大津アーカス

京阪電車石山坂本線

スカイクロス

大津港口

琵琶湖ホテル
へ徒歩約５分

琵琶湖161

浜大津駅

創 立 50 周 年 記 念
～同窓生の集い2013～


